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第三者サービス評価を実施しました
　(小代事業所・川会事業所)

入居希望待機者情報・編集後記

ありがとうございました

出張介護予防教室
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理事長就任のごあいさつ

2

こぶし園・こぶしの里居宅介護支援事業所・
こぶしの里通所介護事業所・
小代生活支援ハウスこぶしの里／
暮らしのひととき

むらおかこぶし園／園児たちとのふれあい

5

3
令和６年度　
みかたこぶしの里福祉セミナーを開催しました

社会福祉法人みかたこぶしの里／　
役員・評議員紹介　

むらおかこぶし園・グループホームむらおかの空・
デイサービスいそうの花／暮らしの一コマ
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■
役
員
の
紹
介
（
敬
称
略
）

　　任
期
満
了
に
伴
い
、
令
和
七
年
六
月
二
十
三
日
　

　　　新
た
に
「
役
員
」
を
選
任
し
ま
し
た
。

　　※

就
任
　令
和
七
年
六
月
二
十
三
日

　　理
事
長
　　邊
見
　　　　豊
　　　留
任
（
香
美
町
小
代
区
大
谷
）

　　理
　　事
　　岸
本
　　栄
一
　　　留
任
（
香
美
町
村
岡
区
鹿
田
）

　　理
　　事
　　杉
谷
　　信
義
　　　留
任
（
香
美
町
村
岡
区
入
江
）

　　理
　　事
　　上
田
富
久
雄
　　　留
任
（
香
美
町
村
岡
区
宿
）

　　理
　　事
　　田
中
　　信
子
　　　留
任
（
香
美
町
村
岡
区
村
岡
）

　　理
　　事
　　吉
田
　　増
夫
　　　留
任
（
香
美
町
小
代
区
秋
岡
）

　　理
　　事
　　吉
田
加
代
子
　　　新
任
（
香
美
町
小
代
区
野
間
谷
）

　　理
　　事
　　山
根
　　直
美
　　　留
任
（
香
美
町
村
岡
区
黒
田
）

　　監
　　事
　　田
口
　　則
男
　　　留
任
（
香
美
町
小
代
区
大
谷
）

　　監
　　事
　　中
村
す
え
子
　　　留
任
（
新
温
泉
町
前
）

■
退
任
役
員
の
紹
介
（
敬
称
略
）

　　※

退
任
　令
和
七
年
六
月
二
十
三
日

　　理
　　事
　　藤
村
　　吉
孝
　　（
香
美
町
小
代
区
城
山
）

■
評
議
員
の
紹
介
（
敬
称
略
）

　　委
嘱
期
間
満
了
に
伴
い
、
新
た
に
「
評
議
員
」
を
選
任
し
ま
し
た
。
　

　　※

委
嘱
期
間
　令
和
七
年
六
月
二
十
七
日
か
ら

　　　　令
和
十
一
年
第
一
回
定
時
評
議
員
会
ま
で

　　今
井
　　綾
子
　　留
任
（
香
美
町
小
代
区
佐
坊
）

　　岡
　　　　俊
介
　　留
任
（
香
美
町
村
岡
区
福
岡
）

　　岡
村
　　國
俊
　　新
任
（
香
美
町
小
代
区
忠
宮
）

　　岡
本
　　一
正
　　留
任
（
香
美
町
村
岡
区
味
取
）

　　小
倉
　　玲
子
　　留
任
（
香
美
町
村
岡
区
村
岡
）

　　毛
戸
　　和
宏
　　新
任
（
香
美
町
小
代
区
神
水
）

　　中
村
美
和
子
　　新
任
（
香
美
町
小
代
区
城
山
）

　　野
村
　　道
彦
　　新
任
（
香
美
町
村
岡
区
川
会
）

　　古
川
　　功
兒
　　留
任
（
香
美
町
村
岡
区
長
板
）

　　山
根
　　孝
枝
　　留
任
（
香
美
町
村
岡
区
黒
田
）

　■
退
任
評
議
員
の
紹
介
（
敬
称
略
）

　　※

委
嘱
期
間
満
了
日
　令
和
七
年
六
月
二
十
三
日

　　伊
澤
　　敏
行
　（
香
美
町
村
岡
区
村
岡
）

　　上
治
　　敏
満
　（
香
美
町
小
代
区
神
場
）

　　小
林
　　　　創
　（
香
美
町
小
代
区
大
谷
）

　　田
中
　　憲
二
　（
香
美
町
小
代
区
神
水
）

　

少
子
高
齢
社
会
の
加
速
を
背
景
に
、
国
の
社

会
保
障
制
度
全
般
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
続
け
て

い
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
は
平
成
十
二
年
四
月
に
ス

タ
ー
ト
し
、
丸
二
十
五
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
当

初
か
ら
の
理
念
は
「
施
設
か
ら
在
宅
へ
」
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
医
療
や
介
護
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
令
和
七
年
ま
で
に
、
中
学
校
区
単
位
に
「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築
す
る
こ
と
が

目
標
化
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
厚
生
労
働

省
は
、
こ
の
一
月
に
「
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
あ

り
方
検
討
会
」
で
、
中
山
間
地
域
で
は
高
齢
者
人

口
が
減
少
し
、
既
に
需
要
が
減
少
し
て
い
る
こ

と
、
ま
た
介
護
人
材
の
確
保
が
難
し
い
中
で
、

サ
ー
ビ
ス
を
維
持
・
存
続
す
る
た
め
の
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
（
動
機
付
け
）
に
つ
い
て
の
と
り
ま
と

め
を
行
い
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
中
山
間
地
事

業
者
に
対
し
て
、
地
域
で
残
り
続
け
る
経
営
努

力
や
、
他
の
事
業
者
と
の
協
働
化
を
勧
め
る
と

の
内
容
で
し
た
。

　

当
法
人
は
、
そ
の
例
外
に
な
く
、
事
業
の
維
持

存
続
こ
そ
、
地
域
福
祉
の
「
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

」
に
値
す
る
。
と
同
時
に
、
当
法
人
事
業
施
設
が

連
携
し
て
、「
福
祉
」「
介
護
」
の
意
義
を
発
信
し
、

地
域
と
の
連
携
を
高
め
る
こ
と
も
「
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
」
を
構
築
す
る
筋
道
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
ま
た
、
社
会
福
祉
法
人
と
し
て
、
高
齢

社
会
で
潜
在
し
て
い
る
ニ
ー
ズ
を
表
面
化
し
、

地
域
福
祉
の
進
展
に
つ
な
が
る
働
き
を
と
考
え

ま
す
。

　

高
齢
社
会
の
傾
向
は
年
々
に
高
ま
り
、
小
代
・

村
岡
地
域
局
管
内
の
高
齢
化
率
は
五
十
％
前
後

に
達
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
の
一
人
・
二

人
世
帯
が
増
加
し
、
総
世
帯
数
の
五
十
％
余
を

占
め
る
な
ど
、
年
次
的
に
そ
の
割
合
が
高
ま
る

と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
推
移
を
認
識
の
基

に
、
当
法
人
の
小
代
・
川
会
・
村
岡
に
位
置
す
る

三
事
業
施
設
は
、
連
携
し
て
組
織
力
を
図
り
、
地

域
福
祉
の
視
点
を
高
め
る
と
共
に
、
地
域
に
密

着
し
た
事
業
展
開
を
意
識
し
て
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

　

ま
た
、
当
法
人
の
高
齢
者
福
祉
事
業
の
取
り

組
み
が
、
地
域
住
民
の
思
い
に
寄
り
添
え
る
働

き
に
あ
る
の
か
、
常
に
そ
の
評
価
が
問
わ
れ
る

と
こ
ろ
に
あ
る
と
の
認
識
に
あ
り
ま
す
。

　

「
一
期
一
会
」
の
意
を
心
し
て
大
切
に
、
地
域

の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
や
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

理
事
長
就
任
の

　
　
　
ご
あ
い
さ
つ

邊  
見
　  

豊

理
事
長

社会福祉法人みかたこぶしの里 役員・評議員紹介
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令和６年度　
みかたこぶしの里福祉セミナーを開催しました
令和６年度　
みかたこぶしの里福祉セミナーを開催しました
　令和7年3月8日（土）に「令和６年度みかたこ
ぶしの里福祉セミナー」を開催しました。
　今回のセミナーは『元気に活き活きと暮らし
ていくために私たちにできること』をテーマに、
法人3事業所の取り組み事例を伝えました。
　メインの講演では、但馬長寿の郷の小森昌彦
様をお迎えし、「地域で元気に暮らし続けるた
めのススメ」と題し、講話をいただきました。
　当日は、小代区、村岡区から100名を超える
参加があり、熱心に耳を傾けておられました。

＊外国人介護職員を雇用して　～福祉施設のこれから～
　福祉施設の人手不足を受け、こぶしの里では令和5年7月から外
国人介護職員の雇用を始めました。言葉や文化の違いに戸惑いな
がらも、日本語や介護の技術を熱心に学び、今では夜勤も任せられ
るほどに成長しています。外国人介護職員からは最初は静かで慣
れないことが多い小代の生活も、豊かな自然や温泉、温かい地域の
方々のおかげで、少しずつ好きになったこと。「大丈夫ですか？」の
一言が、今も心の支えになっていることを話してくれました。

　グループホームむらおかの空は、「出来ないではなく、出来るものを
見つける関わりについて」と題し、お話させていただきました。認知症を
有すると「物忘れがひどくなる」「時間や場所がわからなくなる」といった
イメージを持つかもしれませんが、何もできなくなるのではなく、どうす
ればいいのかわからず不安になることが多いのです。例えば料理を例に
あげますと、料理には準備、調理、後片付けという工程があります。この
中のどの部分ができなくて、どの部分ができるのかを見極めながら一緒
に料理をすることが大切なのです。認知症を有したとしてもできる喜び
を感じられ、自分らしく生きることができるよう支援したいと思います。

　むらおかこぶし園の事例発表では、『地域に出向く取り組みに
ついて』～広がれ！！出張介護予防教室～と題して、出張介護予
防教室についてふれました。７年前から進めている事業ですが、
要望に応じて地区の公民館へ出向き、講話やコグニサイズ、踊り
同好会“鼓舞志”の踊りを楽しんでいただく機会があります。地域
の困りごとや不安などはないか、何か役に立てることはないか、
私たち施設職員の経験や知識をお伝えさせていただいている事
業に取り組んでいることを発表させていただきました。

小代事業所

村岡事業所

川会事業所

小代事業所

村岡事業所

川会事業所



こ
ぶ
し
園
・
こ
ぶ
し
の
里
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
・
こ
ぶ
し
の
里
通
所
介
護
事
業
所
・
小
代
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
こ
ぶ
し
の
里

4

桜の花見

残酷マラソンの応援

七夕の集い

デイサービス 手しごとの会

支援ハウス

暮らしのひととき暮らしのひととき

美味しいな～！

がんばれ～！

ありがとう



第三者サービス評価を実施しました
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 ●評価施設
　

令
和
７
年
３
月
１３
日
、
小
代
区
事
業
所
・

右
記
施
設
に
て
第
三
者
サ
ー
ビ
ス
評
価
委
員

に
よ
る
実
地
評
価
が
あ
り
ま
し
た
。
委
員
よ

り
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
評
価
シ
ー
ト
（
講
評
）

の
一
部
と
、
講
評
を
も
と
に
施
設
内
で
話
し

合
っ
た
こ
と
を
記
載
し
ま
す
。

◇
サ
ー
ビ
ス
評
価
委
員

　

上
田　

啓
子
氏
（
小
代
区
佐
坊
）

　

上
田　

昌
司
氏
（
村
岡
区
市
原
）

　

岡
村　

國
俊
氏
（
小
代
区
忠
宮
）

　

北
村
ひ
ろ
み
氏
（
村
岡
区
長
瀬
）

●
よ
か
っ
た
点

・
季
節
の
花
が
い
た
る
所
に
飾
ら
れ
、
ひ
な
人

形
も
季
節
感
が
あ
り
良
か
っ
た
。

・
業
務
報
告
に
、
自
治
会
主
催
「
花
火
と
盆
踊

り
大
会
」
が
あ
っ
た
。
観
桜
会
に
続
く
『
自

治
会
』
主
催
行
事
に
「
暮
ら
し
」
を
感
じ
る
。

・
ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
ケ
ア
の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
と
聞
い
た
。
慣
れ
る
ま
で
大
変
だ

と
は
思
う
が
、
職
員
の
負
担
軽
減
、
人
材
不

足
を
補
う
た
め
に
も
活
用
し
て
い
っ
て
ほ
し

い
。

・
福
祉
セ
ミ
ナ
ー
で
の
法
人
の
取
り
組
み
の
発

表
は
、
大
変
意
義
の
あ
る
も
の
だ
っ
た
。
各

地
区
に
出
て
出
張
介
護
予
防
教
室
を
行
う
な

ど
、
地
域
と
の
交
流
を
図
る
た
め
の
施
策
を

色
々
と
講
じ
て
い
る
こ
と
は
、
評
価
で
き
る
。

今
後
も
ど
ん
ど
ん
進
め
て
ほ
し
い
。

●
気
に
な
っ
た
点

・
コ
ロ
ナ
を
は
じ
め
と
す
る
感
染
症
に
つ
い
て

は
、
予
想
以
上
に
多
く
の
方
が
罹
患
さ
れ
て

お
り
驚
い
た
。
施
設
経
営
に
も
重
大
な
支
障

を
き
た
す
こ
と
に
な
る
。
大
変
だ
と
は
思
う

が
、
更
な
る
予
防
対
策
を
お
願
い
し
た
い
。

【
職
員
の
コ
メ
ン
ト
】

　
　

ま
ず
は
標
準
的
予
防
策
（
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
プ
リ
コ
ー
シ
ョ
ン
）
に
し
っ
か
り
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
感
染
の
可
能
性
が

あ
る
と
い
う
意
識
を
持
ち
、
職
員
が
媒
体

に
な
ら
な
い
よ
う
研
修
や
訓
練
を
重
ね
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
職
員
全
員
で
共

通
認
識
を
持
ち
、
安
全
な
ケ
ア
に
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
。

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
が
少
な
い
の
は
高

齢
化
の
ピ
ー
ク
が
過
ぎ
た
と
も
考
え
ら
れ
る

が
、
何
か
こ
れ
が
強
み
、
特
徴
と
い
う
も
の

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
職
員
の
コ
メ
ン
ト
】

　
　

４
月
か
ら
毎
月
第
２
、
第
４
木
曜
日
に

ロ
ー
ソ
ン
の
移
動
販
売
車
が
来
店
し
ま
す
。

買
い
物
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
人
も
い

ま
す
。
ま
た
、
理
学
療
法
士
の
配
置
を
行
い
、

機
能
訓
練
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
こ

れ
ら
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

●
そ
の
他
（
ア
ド
バ
イ
ス
）

・
３
か
国
か
ら
外
国
の
方
が
来
て
就
労
さ
れ
て

い
る
。
入
居
者
が
話
す
小
代
弁
の
理
解
が
難

し
く
、
意
思
の
疎
通
が
困
難
と
の
こ
と
。
よ

く
耳
に
す
る
簡
単
な
小
代
弁
の
標
準
語
訳
的

な
ペ
ー
パ
ー
を
作
成
さ
れ
て
は
ど
う
か
。

【
職
員
の
コ
メ
ン
ト
】

　
　

入
居
者
と
一
緒
に
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん
で
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
３
月
２４
日
、
第
三
者
サ
ー

ビ
ス
評
価
委
員
に
よ
る
実
地
評
価
が
あ

り
ま
し
た
。
委
員
よ
り
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
評
価
シ
ー
ト
（
講
評
）
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。

◇
サ
ー
ビ
ス
評
価
委
員

　

石
井　
　

勇
氏
（
村
岡
区
川
会
）

　

岡
本
代
志
子
氏
（
村
岡
区
味
取
）

　

阪
本　

明
美
氏

　

秦　
　

純
湖
氏

　
　
　

   

●
よ
か
っ
た
点

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
、
利
用
者
の
状
態

に
合
わ
せ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
よ
く
工
夫

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
利
用
者
と
職
員
が

一
つ
に
な
り
、
声
を
出
し
合
っ
て
と
て

も
楽
し
そ
う
に
過
ご
し
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
職
員
の
雰
囲
気
が
と
て
も
自
然
で

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
、
家
で
の
生
活

が
全
く
変
わ
る
の
で
は
な
く
、
女
性
の

方
は
食
事
の
お
手
伝
い
を
、
男
性
の
方

は
お
茶
を
入
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
自

分
の
で
き
る
こ
と
を
お
手
伝
い
し
て
い

る
様
子
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
終
末

期
の
ケ
ア
を
さ
れ
た
と
聞
き
ま
し
た
。

最
期
ま
で
慣
れ
た
施
設
の
中
で
看
取
り

を
さ
れ
て
頭
が
下
が
り
ま
す
。

　

幼
稚
園
児
と
の
交
流
も
毎
年
実
施
さ

れ
て
お
り
、
子
供
の
笑
顔
は
貴
重
な
宝

で
す
。

●
気
に
な
っ
た
点

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

と
も
に
外
出
を
多
く
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

職
員
が
少
な
い
中
で
労
力
、
気
遣
い
が

大
変
だ
と
思
い
ま
す
。

●
そ
の
他
（
ア
ド
バ
イ
ス
）

　

川
会
区
に
居
住
す
る
外
国
人
職
員
が

地
域
に
馴
染
み
、
よ
り
安
心
し
て
過
ご

せ
る
よ
う
、
区
行
事
へ
の
参
加
を
促
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後

も
引
き
続
き
、
地
元
川
会
区
と
連
携
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

普
段
か
ら
し
っ
か
り
気
を
つ
け
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
感
染
症
の
対
策

は
し
っ
か
り
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
職
員
の
コ
メ
ン
ト
】　

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
花
見
（
桜
・

桔
梗
）
や
棚
田
見
学
、
春
と
秋
の
外
食
・

買
い
物
な
ど
に
出
か
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
入
居
者
は
ド
ラ
イ
ブ

や
地
区
の
行
事
、
そ
し
て
地
域
の
イ
ベ

ン
ト
な
ど
に
出
向
い
て
お
ら
れ
ま
す
。

参
加
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
楽
し
そ
う
な
表

情
や
笑
顔
を
見
れ
ば
、
職
員
も
よ
か
っ

た
な
と
思
い
満
足
で
き
る
も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の
ご
要
望
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
、
そ
し
て
楽
し
み
を
も
っ

て
生
活
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
こ
の
春
就
業
し
た
外
国
人
職
員

も
川
会
区
民
の
一
員
と
し
て
可
愛
が
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　  

こ
ぶ
し
園
」

「
こ
ぶ
し
の
里

　
　
　
　  

通
所
介
護
事
業
所
」

「
こ
ぶ
し
の
里

　
　  
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
」

 ●評価施設

（
新
温
泉
町
歌
長
）

　
（
香
美
町
介
護
保
険
係
）

「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
い
そ
う
の
花
」

「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

　
　
　
　
む
ら
お
か
の
空
」
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む
ら
お
か
こ
ぶ
し
園

村岡幼稚園/宝樹保育園＆子育て・子育ち支援センター

　６月１３日に村岡幼稚園との交流会を開
催しました。２名の園児の来園があり、入
居者の皆さんは、元気いっぱいの園児たち
の自己紹介や踊りを見て楽しまれました。
また、歌に合わせてお一人ずつ握手をして
回ると、自然と顔がほころんでいました。
　７月１日には、七夕の行事にちなみ、宝樹
保育園との七夕交流会を開催しました。当
日は、１０名の園児が来園し、歌や踊りの披
露や七夕飾りを一緒に飾ったり、ゲームな
どをして楽しみました。子育て・子育ち支援
センターの幼児７名と保護者の方の参加も
あり、賑やかな集いとなりました。

●介護保険に関することや施設入居に関する講話
●寸劇を交え認知症についての講話
●脳トレやコグニサイズの健康体操
●むらおかこぶし園おどり同好会「鼓舞志」による
　傘踊りなどの披露

※地区のサロンや行事など
　地域のニーズに合わせて
　出向きます。日程や時間
　などはご相談下さい。

【介護予防教室のメニュー】

社会福祉法人みかたこぶしの里
★特別養護老人ホーム　こぶし園
　TEL：0796-97-2725（担当：田中直子）
★特別養護老人ホーム　むらおかこぶし園
　TEL：0796-94-0051（担当：箕口一喜）

問い合わせ先

園児たちとのふれあい園児たちとのふれあい園児たちとのふれあい

宝樹保育園 子育て・子育ち支援センター

村岡幼稚園

みぐち

出張介護予防教室開催中です!!
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「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
こ
ぶ
し
園
」へ

◆
ご
寄
附
（
敬
称
略
）

　
●
金
　
銭

　
　
　
　
香
美
町
小
代
区
　
穴
田
あ
つ
子

　
　
　
　
香
美
町
小
代
区
　
藤
村
　
壽
子

　
　
　
　
香
美
町
小
代
区
　
井
上
　
康
浩

　
　
　
　
香
美
町
小
代
区
　
邊
見
　
　
豊

　
　
　
　
香
美
町
村
岡
区
　
坂
中
し
づ
ゑ

　
　
　
　
香
美
町
村
岡
区
　
田
中
　
　
勲

　
　
　
　
香
美
町
村
岡
区
　
古
川
　
哲
男

　
　
　
　
香
美
町
村
岡
区
　
美
好
　
幸
徳

　
　
　
　
三
田
市
　
　
　
　
田
野
喜
久
夫

　
　
　
　
大
阪
府
　
　
　
　
仕
名
野
　
保

　
●
物
　
品
　
　

　
　
　
　
香
美
町
小
代
区
　
出
﨑
　
由
美

　
　
　
　
香
美
町
村
岡
区
　
藤
田
　
　
實

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
敬
称
略
）

　
●
繕
い
物

　
　
　
　
香
美
町
小
代
区
　
野
菊
の
会

　
●
お
楽
し
み
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
新
温
泉
町
　
　
　
中
村
す
え
子

　
　
　
　
新
温
泉
町
　
　
　
中
井
　
弘
子

　
●
朗
読
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
香
美
町
小
代
区
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ほ
え
み
玉
手
箱

「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
む
ら
お
か
こ
ぶ
し
園
」へ

◆
ご
寄
附（
敬
称
略
）

　
●
金
　
銭

　
　
　
　
香
美
町
村
岡
区
　
大
倉
　
友
子

　
　
　
　
朝
来
市
　
　
　
　
大
林
　
茂
樹

　
　
　
　
吹
田
市
　
　
　
　
吉
田
　
　
嘉

　
●
物
　
品
　
　

　
　
　
　
香
美
町
村
岡
区
　

　
　
　
　
　
　
村
岡
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
香
美
町
村
岡
区
　
久
茂
田
美
雪

　
　
　
　
香
美
町
村
岡
区
　
坂
本
　
眞
一

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
敬
称
略
）

　
●
喫
茶
し
あ
わ
せ

　
　
　
　
香
美
町
村
岡
区
　
大
倉
　
友
子

　
　
　
　
香
美
町
村
岡
区
　
中
田
世
津
子

　
　
　
　
香
美
町
村
岡
区
　
長
岡
　
嘉
子

　
　
　
　
香
美
町
村
岡
区
　
二
宮
　
美
香

　
　
　
　
香
美
町
村
岡
区
　
山
根
　
照
見

　
●
朗
読
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
香
美
町
村
岡
区

　
　
　
　
　
　
　
朗
読
サ
ー
ク
ル
そ
よ
か
ぜ

　
●
俳
句
五
七
五
の
会

　
　
　
　
香
美
町
村
岡
区
　
西
村
　
辰
子

　
　
　
　
香
美
町
村
岡
区
　
山
根
　
勝
子

　
●
般
若
心
経
の
会

　
　
　
　
香
美
町
村
岡
区
　
西
浦
　
秀
法

　
●
い
ろ
は
の
会

　
　
　
　
香
美
町
村
岡
区
　
西
村
ゆ
か
り

　
●
ぬ
り
絵
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
大
津
市
　
　
　
　
木
下
　
成
子

　
　
　
　
大
津
市
　
　
　
　
木
下
　
孝
弘

「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
む
ら
お
か
の
空
」

「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
い
そ
う
の
花
」
へ

◆
ご
寄
附（
敬
称
略
）

　
●
金
　
銭

　
　
　
　
香
美
町
村
岡
区
　
大
倉
　
友
子

　
　
　
　
姫
路
市
　
　
　
　
奥
田
　
孝
一

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
●
美
化
清
掃

　
　
　
　
香
美
町
村
岡
区
　
山
本
　
典
子

　
　
　
　
香
美
町
村
岡
区
　
山
本
す
み
子

ご
厚
志
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
令
和
七
年
二
月
一
日
〜
令
和
七
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
関
係
分
を
掲
載
）

収
　
益

費
　
用

費
　
用

収
　
益

収
益

費
用

勘 定 科 目 決 算 額

865,521,865サービス活動収益計 (１)

847,988,671サービス活動費用計 (２)
17,533,194サービス活動増減の部活動増減差額 (３)＝(１)－(２)

856,940,979介護保険事業収益
6,673,784社会福祉事業収益
1,401,073経常経費寄附金収益
506,029

（単位：円）（単位：円）

その他の収益

56,251,804減価償却費

628,356,633人件費
136,625,125事業費

0利用者負担軽減額

-36,078,782国庫補助金等特別積立金取崩額

30,000特別収益計（８）

90,000
-60,000

特別費用計（９）
特別増減差額（10）＝（８）-（９）

27,423,188当期活動増減差額（11）＝（７）＋（10）

特 別 増 減 の 部サ ー ビ ス 活 動 増 減 の 部

固定資産売却益
施設整備等補助金収入

繰 越 活 動 増 減 差 額 の 部

804,495,592前期繰越活動増減差額（12）
831,918,780当期末繰越活動増減差額（13）＝（11）＋（12）

0基本金取崩額（14）
19,859,000
223,200,000

その他の積立金取崩額（15）
その他の積立金積立額（16）

次期繰越活動増減差額
628,577,780（17）＝（13）＋（14）＋（15）-（16）

30,000

0

0
0
0
0

0
その他の特別収益

基本金組入額
固定資産売却損・処分損
国庫補助金等特別積立金取崩額

90,000
国庫補助金等特別積立金積立額
その他の特別損失

事務費 62,833,891

勘 定 科 目 決 算 額

14,270,598 サービス活動外収益計 (４)

4,320,604サービス活動外費用計 (５)
9,949,994サービス活動外増減差額 (６)＝(４)－(５)
27,483,188 経常増減差額 (７)＝(３)＋(６)

355,216受取利息配当金収益
13,915,382その他のサービス活動外収益 

276,150支払利息
4,044,454その他のサービス活動外費用

社会福祉法人みかたこぶしの里　法人単位事業活動計算書
（自）令和 ６ 年 ４ 月 １ 日　（至）令和 ７ 年 ３ 月３１日

サ ー ビ ス 活 動 外 増 減 の 部

勘 定 科 目 決 算 額

勘 定 科 目 決 算 額



む
ら
お
か
こ
ぶ
し
園
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
む
ら
お
か
の
空
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
い
そ
う
の
花

　
今
年
３
月
に
開
催
し
た「
み
か
た
こ
ぶ
し

の
里
福
祉
セ
ミ
ナ
ー
」で
は
、地
域
の
皆
さ

ま
に
多
数
ご
参
加
い
た
だ
き
、各
事
業
所

の
様
子
を
伝
え
た
り
、交
流
を
深
め
る
貴

重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
６
月
に
は「
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
」が

あ
り
、こ
ぶ
し
園
で
は
、小
代
中
学
校
の
生

徒
２
名
が
福
祉
の
現
場
を
体
験
し
て
く
れ

ま
し
た
。入
居
者
と
の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
、

仕
事
の
楽
し
さ
や
厳
し
さ
、達
成
感
な
ど
、

多
く
の
学
び
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。こ
こ
で

得
た
気
づ
き
や
学
び
を
今
後
に
活
か
し
て

く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
本
格
的
な
夏
に
な
り
ま
し
た
。

年
々
暑
さ
が
増
し
て
お
り
、体
調
に
気
を

つ
け
た
い
季
節
で
す
。室
内
外
で
の
熱
中

症
対
策
を
心
が
け
、水
分
や
塩
分
も
こ
ま

め
に
と
り
な
が
ら
、冷
房
も
上
手
に
使
っ

て
、元
気
に
こ
の
暑
さ
を
乗
り
越
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　
入
居
者
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
が
、幸
せ
な

時
間
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
、職
員
一
同
、こ

れ
か
ら
も
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

こ ぶ し 園
待機者施 設 名

むらおかこぶし園
むらおかの空

68人
56人
18人

令和７年６月30日現在
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　春には近隣の桜並木への花見や観光名所に出かける
など思い思いに過ごされました。天気の良い日には畑仕事
に精を出される方もありました。むらおかの空、いそうの
花では射添幼稚園との交流会を開催し、可愛い園児のは
しゃぐ姿に顔がほころんでおられる方が多くありました。

編
集
後
記


